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学会（ACR） で提唱されている線維筋痛症の診断基準『全身の 18 カ所のトリ
ガーポイントを 4 g/cm2 の圧でゆっくりと指圧した時に痛みを感じる箇所が 11
カ所以上ある事』を基盤に、問診（FIQ; Fibromyalgia Impact Questionnaire など）
や近年では電気刺激による Pain vision を用いた疼痛評価で総合的に診断がなさ

























2.1 実験動物  








維筋痛症モデルは、繰り返し低温ストレスを曝露する ICS（Intermittent Cold 
Stress）にて作製した。また、対照としてストレス期間中を常に常温環境下にお
いた Control群と冷温環境下においた CCS（Constant Cold Stress）を温度環境以
外を同様の条件化として作成した。それぞれのモデルマウスの疼痛閾値は ABL
試験、および von Frey test、digital paw pressure test、Plantar test を用いた機械刺激、
熱刺激誘発性疼痛試験法にて評価した。すべての実験結果は平均値と標準誤差




2% formalin投与（20µl,i.pl.） 20分後および ICSP1のマウスを対象として、ペ
ントバルビタール麻酔下で開腹し、左心室より PBS次いで 4%パラホルムアルデ
ヒドを潅流し脊髄を摘出した。脊髄は凍結させクリオスタットにて 20ミクロン









酢酸を腹腔内投与した内蔵痛モデルでは、過敏反応としての writhing 行動が 2
分後以降から認められ、20 分間の計測で 41.3±2.9 回（n=9）認められた。ICS
モデルは室温（24度）と冷温（4度）の環境条件を 30分毎に繰り返し変化させ
る繰り返しを数日行い曝露した。ストレス前の von Frey filament による静的機械
刺激誘発性閾値は、右脚肢において 1.1 ± 0.1 g（n = 6） であった。同マウスに
ICSを与えたのち同様の試験を行うと ICS終了 1日後（P1; Post stress day 1） は
0.5 ± 0.4 g と有意に低下しており、触覚過敏のアロディニア症状が認められた
（Figure1.C）。また、刺激プローブの先端が直径 1.8 – 2 mmの paw pressure試験







た（Data are not shown）。次に、ICS後経日的な閾値の変化の観察を行ったが、
ICSではP1に認められた閾値の低下はほぼP12以降も認める慢性痛であったが、
対照群として ICSと同様の時間を冷温のみで飼育した CCS（Constant Cold Stress）
ではストレス直後の P1 には有機な閾値の低下を認めるが P5 には正常レベルま
で回復する急性痛であった（Figure1.E,F）。ICS と CCS のストレスの指標とし






Figure 1. Pain behavior analysis with formalin and stress exposed mice 
Formalin induced licking and biting behavior are measured during 30min after the 
2% formalin injection (A,B). Stress induced mechanical threshold detected byvon 
Frey (C) and digital paw pressure test (D). ICS or CCS induced hyperalgesia 
detected from P1 to P12 (E,F). The concentration of the corticosterone in ICS or 
CCS mice was detected after stress(G).  (＊p<0.05 as compared with control 




3.2 脊髄後角および脳内 c-fos 発現の比較 
ホルマリンモデルでは、過去の報告で脊髄後角において有意に c-fosの発現上
昇が知られている。これに対して ICS モデル P1 では、脊髄後角 c-fos 発現はホ
ルマリン投与群に比べ顕著な差は認められなかった（Figure.2）。 
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